
 
本学では, 教育研究活動等の状況について, 学外者による検証を行うことにより本学の

教育水準の向上と研究活動及び医療の活性化を図り, かつ本学の目標及び社会的な使命の

達成に資することを目的に, 「福井大学における学部評価基準」を平成１７年度に定め, こ
れに基づき, 各部局等で外部評価を実施しています。 
 外部評価実施後は, 「福井大学評価結果活用方針」に基づき, 「評価結果に対する部局長

等の意見・対応策等」（別紙）を学長に提出しました。これに示すように, 各部局では, 評
価結果を運営・活動等に反映させる取組を計画・実施しております。 
また, 報告を受け, 以下の通り役員会措置を決定しています。  
 

「外部評価委員会からの意見に基づき現状と将来展望について多面的に検討して，既に改

善に向けての取組と検討が開始されている。いずれの対応も妥当であると評価される。特

に，グローバル人材育成事業に対応した学生の海外留学促進のための英語授業の週 2 回開

講や TOEIC 等による語学力向上の取組，ミッション再定義により設定した 5 つの重点研究

領域を核とした研究組織の再構築の検討，教員人事の在り方の検討，効率的な管理運営体

制として教授会，代議員会，各種委員会の在り方の検討と一部改善，および将来の学部再

編成への取組として研究組織と教育組織の在り方についての議論の開始などが注目に値す

る。いずれも，本学全体の大学改革にとっても重要な課題であり，工学部・工学研究科に

おいては，積極的かつ精力的な検討により，さらなる高度化と実施を目指して頂きたい。

大学からの支援が必要とされるものについて，可能な対応を検討していきたい。」 
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外部評価委員等からの意見等 

(平成 24 年 11 月 2 日開催の 

外部評価委員会での意見) 

 

対応状況・意見等 

１ 工学部・工学研究科の理念と目的及び DP･CP

の再確認，見直しにおいて，学生と教員が一丸

となった「IMAGINEER」に直結する理念と目的と

DP･CP の検討 

 

DP，CP についての学生・教員に対する周知と改善

のため，全学生・教員を巻き込んだ定期的な見直

し（聴取など）により継続的に意識を高めていく。

外部評価に応じて DP, CP を修正し，教育委員会を

通じて HP を書き換えるとともに，学生に定期的に

説明をしている学科もある（材料開発工学科）。 

２ 学部と大学院の専門教育のシームレス化 

 

 

 

 

 

大学院の早期履修制度がある。大学院生の研究発

表を学部学生が聞く機会や大学院の特別講義の 4

年生の受講なども推奨している。今後の課題とし

て，6 年間一環教育，高専からの編入生を 4年間

一貫で履修させるなど柔軟な制度の検討もしてい

きたい（高専の他分野からの編入を 3年次からの

編入にすることにより，ダブルメジャー人材を育

成できるため） 

３ 教育 GP の取組の再整理・統一などによる効率

化 

 

インターンシップ関係を統合して高度人材育成セ

ンターで扱うようにした。また，ジェネリックス

キル及び就業力育成委員会を立ち上げ，学士力・

社会人基礎力・就業力の育成の有効化・効率化を

目指している。さらに，現在 WG を立ち上げて全体

について体制整備の検討をはじめた。 

４ 留年率の精査および対策 

 

 

 

 

 

教務学生委員会が中心に長期欠席者の調査等を行

うとともに，学生総合相談室と連携して対応にあ

たっている。不本意入学（特に分野不適合）の学

生については，それを把握するとともに，転身の

道を考える必要があるものと考える。クォーター

制の一部導入により，通過率を向上させた学科も

ある（建築建設工学科）。 

５ 学生のメンタルケア等の更なる充実 

 

 

 

 

 

 

教務学生委員会が中心に長期欠席者の調査等を行

うとともに，学生総合相談室と連携して対応にあ

たっている。工学部執行部，学生総合相談室，保

健管理センターが定期的懇談会を行うことによ

る，相互の協力体制をつくった。また，教授会に

おいてメンタルヘルスに関する定例的な講演会を

開催するようにした。 

６ 学生の海外留学促進のための環境整備ならび

に留学生の受入れ地域の多様化 

 

 

 

海外留学促進のためには，グローバル人材育成事

業で対応している。海外留学促進の一環として学

生の英語力 UP の必要性から，英語授業の週２回開

講や TOEIC 等による語学力向上に取り組み始め

た。ただし，留学生を増やすためには，宿舎の整

備が課題であると考える。 

また，マレーシア国費留学生やベトナム原子力人

材の確保等，東南アジアを中心に受入れ地域の開

拓を開始した。 
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外部評価委員等からの意見等 

(平成 24 年 11 月 2 日開催の 

外部評価委員会での意見) 

 

対応状況・意見等 

７ 研究論文等の研究成果の量的ならびに質的向

上 

 

 

 

医工連携特区の設置によりライフ/グリーンイノ

ベーションに直結する研究者を支援し，CI，IF の

観点から論文の質的向上を図る。 

また，ミッション再定義により設定した５つの重

点研究領域を核として，教員を結集して研究組織

を再構築し研究プロジェクトを進めていくことで

論文の量的向上を図ることを検討している。 

なお，プロジェクト研究センターによる論文投稿

料助成等の事業は継続して行う。 

８ 産学官連携本部など研究支援施設・設備と工

学研究科との関係及び教員の研究成果・産学官

連携・共同研究などの相関性に関する点検・評

価 

工学部４号館改修により産学官連携本部オープン

R&D ファシリティを開設し，そこに共通設備を集

中するとともに共同研究の増加を図る計画であ

る。 

９ 大型研究費獲得のためのさらなる支援体制の

構築 

 

 

 

ＵＲＡオフィスによる外部資金獲得の種々の支援

体制が整いつつある。また，工学研究科ではプロ

ジェクト研究センターによる支援体制の再構築や

全学的には医工連携特区の設置により研究のアク

ティビティを向上する体制を整備しつつある。 

10 教育研究環境として面積充足率の改善に対す

る全学的取組の検討 

 

 

 

 

 

 

 

大学の組織改革などと併せて，必要性をアピール

していく。キャンパスマスタープランにより，数

10年先までの建替え計画を 2012年度に作成した。

それに基づき将来の組織改革に関連付けて個別の

施設の建設計画を立て，徐々に面積不足を解消す

る。短期的には現在工事中の工学部実験棟の竣工

後，旧実験棟を取り壊し，化学系の分野を中心と

した新校舎建設を計画する。2013 年度に新校舎の

計画案を作成し，2014年度に概算要求を提出する。 

11 女性教員や外国人教員の採用を検討すると共

に，長期的な視点に基づく若手教員の積極的な

採用策，負担軽減を含めた若手教員の育成環境

の構築 

 

 

 

 

 

 

テニュアトラック制度を利用して，女性教員に限

定した採用さらには外国人教員採用を視野に英文

による国際公募を実施した。さらに引き続き工学

研究科の掲げる重点研究分野での若手リーダーと

なる教員も同制度を利用して採用する計画が進行

中である。 

また，教員人事の在り方検討を開始し，専攻単位

から工学研究科全体での人事への転換や職位構成

の歪さから研究科長の裁量による若手教員採用を

検討している。 

12 技術部の教育研究への強力な支援体制の構築

および若手職員育成や能力向上 

 

 

 

 

 

 

 

技術部は高齢化や高度化する研究に対処するた

め，五カ年計画に基づく若手職員採用を進めてお

り，工学部・工学研究科の研究基盤を支える技術

については研修を通じて技術の継承を図るととも

に，重要な研究プロジェクトに対しては業務遂行

グループの技術力を活用しての組織的な対応を行

っている。 



− 3 − 

外部評価委員等からの意見等 

(平成 24 年 11 月 2 日開催の 

外部評価委員会での意見) 

 

対応状況・意見等 

13 効率的な管理運営体制の検討および事務部で

の組織の簡素化と効率化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教授会，代議員会の主要会議の同日開催や年間ス

ケジュールの提示により効率化を図っている。今

後，委員会の整理統合，委員長指名の在り方及び

ペーパーレス化等を検討する予定である。 

事務部については，過去に事務の一元化により学

部事務組織が消滅したが，学部の教育研究支援の

低下により法人化後に学部運営の根幹となる教員

任用や予算配分事務を学部事務とし，その他の業

務については事務局や学務部が一元的に学部事務

を支援する体制とした。事務局においては，人件

費削減のなか法人化後の新たな業務や教職協働に

対応できるよう事務局ビジョンを策定し，「経営品

質」への取り組みや定型業務の軽減を目的に新グ

ループウェアの導入を進めている。 

14 国際的な研究ネットワークの形成や交流校の

地域の多様化 

 

 

 

 

 

グローバル人材育成プログラムにより海外インタ

ーンシップや海外の大学での研修プログラムを実

施している。また交流校も東アジアを中心に拡大

しており，マレーシア政府派遣留学生は特に大き

な位置を占めている。 

平成 25 年度はベトナムで開催された高校訪問や

留学フェアにも教員を派遣した。 

15 将来の学部再編成への取組の開始 

 

 

 

学部では学部間共通コースも含むコース制の導入

や科学・技術政策系の学科の設置などの検討を開

始した。また研究組織と教育組織の在り方につい

ての議論も始めている。 
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